
 - 1 -

第1955 回例会 

     

                              

 
 

 

ロ
ー
タ
リ
ー
財
団
月
間 

令
和
６
年
11
月
７
日
（
木
） 

Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ａ
Ｋ 

Ｏ
Ｕ
Ｔ 

Ｄ
Ａ
Ｙ 

於 

名
古
屋
東
急
ホ
テ
ル 

 
 

     

会
員
64
名 

出
席
計
算
数 59

名
中
50
名
出
席 

出
席
率

84
・
75
％ 

前
々
回
出
席
率

82
・
76
％ 

  
例
会
プ
ロ
グ
ラ
ム 

★
国
際
奉
仕
委
員
会
事
業 

「
台
湾
短
期
交
換
留
学
」
壮
行
会 

★
米
山
奨
学
生
挨
拶
・
奨
学
金
授
与 

★
受
入
青
少
年
交
換
学
生
挨
拶 

★
記
念
日
の
お
祝
い 

★
家
族
忘
年
会
の
ご
案
内 

親
睦
活
動
委
員
長 

西
脇 

良
輔 

★
切
手
展
覧
会
の
ご
案
内 

大
原 

敏
正 

★
Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ａ
Ｋ 

Ｏ
Ｕ
Ｔ 

Ｄ
Ａ
Ｙ 

  

ロ
ー
タ
リ
ー
ソ
ン
グ 

 

「
君
が
代
」「
四
つ
の
テ
ス
ト
」 

指 

揮 

者 

鬼
頭 

茂
成 

ピ
ア
ノ
伴
奏 

冨
板 

玲
子 

  

ゲ
ス
ト 

国
際
奉
仕
・
青
少
年
奉
仕
委
員
会
ゲ
ス
ト 

日
台
短
期
青
少
年
交
換 

派
遣
交
換
学
生 

横
川 

瑠る

い
さ
ん 

（
横
川
誠
人
さ
ん
ご
令
嬢
） 

派
遣
交
換
学
生 

内
藤 

花
音

か

の

ん

さ
ん 

（
内
藤
啓
喜
さ
ん
ご
令
嬢
） 

米
山
奨
学
生 

エ
ン
フ
バ
ヤ
ル
・
ホ
ラ
ン 

受
入
青
少
年
交
換
学
生 

ク
レ
モ
ン
・
デ
シ
ャ
ン 

  

ニ
コ
ボ
ッ
ク
ス 

立
冬
ら
し
い
日
に
な
り
ま
し
た
。
横
川 

瑠
い
さ
ん
、内
藤
花
音
さ
ん
、台
湾
短
期

交
換
留
学
楽
し
ん
で
下
さ
い
。 

飯
田 

昭
夫
・
田
崎 

雅
三 

深
谷 

昭
広
・
河
合 

誠
弥 

西
脇 

良
輔
・
安
江 

 

優 

娘
の
台
湾
短
期
留
学
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。 

 
 

 
 

 

横
川 

誠
人 

愛
す
る
妻
の
誕
生
月
で
す
。 荻

巣 

賢
二 

横
川
瑠
い
さ
ん
、内
藤
花
音
さ
ん
、台
湾

楽
し
ん
で
き
て
下
さ
い
。
木
村 

吉
伸 

そ
う
人
会
出
席
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。 

 
 

 
 

 
 

草
野 

勝
彦 

明
日
ク
レ
モ
ン
君
と
白
川
郷
へ
行
っ
て

き
ま
す
。 

 
 

 
 

 

吉
田 

隆
彦 

河
合
さ
ん
、
杉
本
さ
ん
、
川
島
さ
ん
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

木
村 

光
徳 

本
日
は
娘
と
参
加
で
す
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。 

 
 

 

内
藤 

啓
喜 

留
学
楽
し
ん
で
下
さ
い
。
南 

 

善
隆 

誕
生
月
で
す
。 

 
 

 
榊
原 

陽
子 

妻
の
お
誕
生
月
で
す
。 

山
口 
正
孝 

結
婚
記
念
月
で
す
。 

 

浅
野 

 
彰 

鬼
頭 

茂
成 

松
岡 

 

毅 

鷲
津 

光
悦 

那
須 

 

明 

 

会
長
挨
拶 

 

会
長 

飯
田 

昭
夫 

皆
様
こ
ん
に
ち
は
。
本
日
は
立
冬
で

す
。
昨
日
ま
で
と
変
わ
り
冬
が
来
た
の

か
な
と
い
う
気
温
に
な
り
ま
し
た
。
一

般
的
に
、立
冬
の
頃
に
は
白
菜
や
大
根
、

え
の
き
な
ど
、
鍋
料
理
に
ぴ
っ
た
り
の

食
材
た
ち
が
旬
を
迎
え
ま
す
の
で
、
季

節
の
変
わ
り
目
に
風
邪
を
ひ
か
な
い
よ

う
、
温
か
い
お
鍋
を
食
べ
て
身
体
を
内

側
か
ら
温
め
る
の
が
お
す
す
め
と
の
こ

と
で
す
。
と
い
う
こ
と
で
、
ヤ
マ
キ
株

式
会
社
が
11
月
７
日
は
、
語
呂
合
わ
せ

で
「
１
１
（
い
い
）
７
（
な
）
べ
＝
い
い

鍋
の
日
」
と
制
定
し
ま
し
た
。 

お
酒
と
鍋
料
理
、
特
に
も
つ
鍋
が
お

い
し
く
な
る
季
節
で
、
も
つ
鍋
の
日
と

も
い
わ
れ
ま
す
。
魚
介
類
で
は
、
し
し

ゃ
も
や
ブ
リ
に
脂
が
の
っ
て
美
味
し
く

な
り
ま
す
。
健
康
に
留
意
し
、
お
酒
を

飲
み
過
ぎ
な
い
程
度
に
、
鍋
料
理
を
楽

し
み
ま
し
ょ
う
。 

本
日
は
、
台
湾
短
期
留
学
の
壮
行
会

な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
予
定
が
あ
り
ま

す
の
で
、
こ
れ
を
持
ち
ま 

し
て
、
本
日
の
会
長
挨
拶 

を
終
了
し
ま
す
。
あ
り
が 

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

  

国
際
奉
仕
委
員
会
事
業 

「
台
湾
短
期
交
換
留
学
」
壮
行
会 

日
台
短
期
青
少
年
交
換 

12
月
５
日
（
木
）
～
９
日
（
月
） 

派
遣
交
換
学
生 

横
川 

瑠る

い
さ
ん 

（
横
川
誠
人
さ
ん
ご
令
嬢
・
写
真
下
） 

        

派
遣
交
換
学
生 

内
藤 

花
音

か

の

ん

さ
ん 

（
内
藤
啓
喜
さ
ん
ご
令
嬢
・
写
真
上
） 

  

米
山
奨
学
生
挨
拶
・
奨
学
金
授
与 

エ
ン
フ
バ
ヤ
ル
・
ホ
ラ
ン 

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
米
山
奨
学

生
の
エ
ン
フ
バ
ヤ
ル
ホ
ラ
ン
で
す
。
本

日
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。 

本
日
は
自
分
の
卒
業
論
文
に
関
し
て

少
し
お
話
し
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
の
論
文
の
テ
ー
マ
は
「
ロ
ー
タ
リ
ー

米
山
記
念
奨
学
会
の
課
題
と
展
望
に
関

す
る
研
究
」
で
す
。
こ
の
テ
ー
マ
を
選

ん
だ
理
由
と
し
て
、
ロ
ー
タ
リ
ー
米
山

記
念
奨
学
会
は
単
に
奨
学
金
を
与
え
る

だ
け
で
な
く
、
多
く
の
地
域
社
会
に
貢

献
で
き
る
活
動
に
参
加
で
き
る
機
会
を

与
え
て
い
ま
す
。
米
山
奨
学
生
は
、
所

属
し
て
い
る
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
や
そ

の
会
員
を
通
じ
て
、
様
々
な
活
動
に
参

加
で
き
る
機
会
が
あ
り
ま
す
。そ
こ
で
、

米
山
奨
学
生
は
奨
学
金
を
も
ら
っ
て
、

そ
れ
で
満
足
し
て
い
る
の
か
、
も
し
く

は
、
様
々
な
活
動
に
自
分
の
意
思
で
参

加
し
て
い
る
か
、参
加
し
た
い
な
の
か
、 
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ま
た
卒
業
し
て
か
ら
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

や
進
路
な
ど
を
把
握
す
る
こ
と
を
目
標

と
し
て
い
ま
す
。
私
は
こ
の
２
年
間
、

皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
様
々
な
活
動
に
参

加
し
、
多
く
の
経
験
を
積
む
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
経
験
を
通
じ
て

得
た
知
見
や
成
長
に
つ
い
て
も
触
れ
な

が
ら
、
ど
の
よ
う
な
成
果
が
あ
っ
た
の

か
、
ま
た
ど
の
よ
う
な
問
題
点
が
あ
る

の
か
述
べ
て
い
ま
す
。 

本
日
の
挨
拶
は
以
上
と
な
り
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

２
０
２
３
学
年
度
・
２
０
２
４
学
年
度 

米
山
奨
学
生
（
２
年
） 

エ
ン
フ
バ
ヤ
ル
・
ホ
ラ
ン
さ
ん 

生
年
月
日
： 

１
９
９
８
年
３
月
３
日
（
26
才
） 

国 

籍
：
モ
ン
ゴ
ル 

在 

籍
：
星
城
大
学
経
営
学
部
４
年 

米
山
奨
学
生
期
間
： 

２
０
２
３
年
４
月
１
日
～ 

２
０
２
５
年
３
月
31
日 

 
 

 
   

 

受
入
青
少
年
交
換
学
生
挨
拶 

ク
レ
モ
ン
・
デ
シ
ャ
ン 

み
な
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
こ
の
最
近

の
一
週
間
は
私
に
と
っ
て
大
変
で
し
た

が
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
奈
良
井
宿
に
訪
問
す
る
機

会
が
あ
り
、
髙
木
さ
ん
に
心
か
ら
感
謝

し
て
い
ま
す
。 

少
し
特
別
な
料
理
を
試
し
て
、
そ
し

て
サ
ッ
カ
ー
の
試
合
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。 

ま
た
、
英
語
の
先
生
と
家
族
と
一
緒

に
岐
阜
城
を
観
光
し
て
、
そ
の
あ
と
岐

阜
Ｆ
Ｃ
の
試
合
を
観
に
行
き
ま
し
た
。

レ
ゴ
ラ
ン
ド
に
も
行
っ
て
と
て
も
楽
し

か
っ
た
で
す
。 

選
挙
の
間
に
、
政
治
の
ス
ピ
ー
チ
を

聞
く
機
会
が
あ
っ
っ
て
と
て
も
勉
強
に

な
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま 

す
。 

 
 

 
 

 

（
原
文
ロ
ー
マ
字
）  

24-

25
年
度
受
入
青
少
年
交
換
学
生 

ク
レ
モ
ン
・
デ
シ
ャ
ン
く
ん 

C
lé

m
e
n

t D
E

S
C

H
A

M
P

S
 

生
年
月
日
： 

２
０
０
７
年
３
月
19
日
（
17
才
）        

 

国 

籍
：
ベ
ル
ギ
ー 

在 

籍
：
愛
知
高
等
学
校
（
千
種
区
） 

受
入
期
間
： 

２
０
２
４
年
８
月
20
日
～ 

２
０
２
４
年
11
月
21
日  

 
 

 

 

 

 
 

 
  

国
際
ロ
ー
タ
リ
ー
・
ニ
ュ
ー
ス 

世
界
中
で
活
躍
す
る
「
行
動
人
」 

２
０
２
４
年
11
月
（
一
部
抜
粋
） 

カ
ナ
ダ 

毎
年
開
か
れ
る
「C

o
n

c
e
rt 

to
 

F
e
e
d

 th
e
 N

e
e
d

（
ニ
ー
ズ
を
持
つ

人
た
ち
の
た
め
の
コ
ン
サ
ー
ト
）」で
は
、

オ
ン
タ
リ
オ
州
ダ
ラ
ム
地
域
で
食
事
を

提
供
す
る
た
め
に
、
フ
ー
ド
バ
ン
ク
、

食
事
・
軽
食
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
シ
ェ
ル
タ

ー
、
そ
の
他
の
社
会
福
祉
サ
ー
ビ
ス
提

供
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
、
２

０
１
８
年
以
来
約
９
万
ド
ル
が
集
め
ら

れ
て
い
ま
す
。「F

e
e
d

 O
n

ta
rio

」（
オ

ン
タ
リ
オ
州
の
フ
ー
ド
バ
ン
ク
）
の
報

告
に
よ
る
と
、
２
０
１
８
年
以
来
、
フ

ー
ド
バ
ン
ク
を
利
用
す
る
雇
用
者
の
数

が
47
パ
ー
セ
ン
ト
増
加
し
ま
し
た
。「
食

料
品
の
高
騰
と
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
影

響
が
残
る
中
、
フ
ー
ド
バ
ン
ク
の
利
用

者
数
は
急
増
し
て
い
ま
す
」
と
話
す
の

は
、
同
イ
ベ
ン
ト
を
立
ち
上
げ
た
ボ
ウ

マ
ン
ビ
ル
・
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
会

員
、ジ
ョ
ー
・
ソ
ル
ウ
ェ
イ
さ
ん
で
す
。 

ほ
か
の
６
つ
の
ロ

ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

の
会
員
も
、
ス
ポ

ン
サ
ー
を
募
っ
た

り
チ
ケ
ッ
ト
を
販

売
し
た
り
し
て
い

る
ほ
か
、ポ
ッ
プ
、

フ
ォ
ー
ク
、
カ
ン

ト
リ
ー
、ロ
ッ
ク
、

ブ
ル
ー
ス
、
ゴ
ス 

ペ
ル
な
ど
多
様
な
音
楽
か
ら
構
成
さ
れ

る
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
の
宣
伝
を
し
て
い

ま
す
。「
今
年
は
オ
ペ
ラ
も
あ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
」と
話
す
ソ
ル
ウ
ェ
イ
さ
ん
。

コ
ン
サ
ー
ト
と
、
そ
の
高
く
評
価
さ
れ

た
演
奏
家
へ
の
メ
デ
ィ
ア
の
注
目
も
あ

っ
て
、
２
０
２
３
年
に
は
２
３
，０
０
０

ド
ル
近
く
が
集
め
ら
れ
ま
し
た
。
２
０

２
４
年
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
12
月
８
日

に
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

エ
チ
オ
ピ
ア 

風
の
吹
く
あ
る
日
、
凧
あ
げ
の
ロ
ー

タ
リ
ー
親
睦
活
動
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ

ー
と
そ
の
創
設
者
、
ヘ
ノ
ッ
ク
・
ア
レ

マ
エ
フ
さ
ん
は
、
２
５
０
人
の
子
ど
も

た
ち
と
一
緒
に
凧
作
り
を
行
い
、
そ
れ

を
飛
ば
し
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
の
多

く
は
、
エ
チ
オ
ピ
ア
の
80
以
上
の
民
族

集
団
間
の
紛
争
に
よ
っ
て
避
難
民
と
な

っ
て
い
ま
す
。
６
月
９
日
に
は
、
子
ど

も
た
ち
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
、
北
部
テ

ィ
グ
レ
イ
地
方
の
ク
イ
ハ
に
あ
る
小
学

校
の
敷
地
内
に
集
ま
り
、
ア
シ
ェ
ン
ゴ

ダ
凧
祭
り
に
参
加
し
ま
し
た
。「
こ
の
よ

う
な
無
邪
気
な
活
動
が
、
子
ど
も
た
ち

に
平
和
と
喜
び
と
い
っ
た
め
っ
た
に
な

い
瞬
間
を
与
え
、
と
て
も
大
切
な
ん
で

す
」
と
、
ア
デ
ィ
ス
ア
ベ
バ
・
セ
ン
ト

ラ
ル
・
メ
ッ
ラ
・
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

の
会
員
で
あ
る
ア
レ
マ
エ
フ
さ
ん
は
話

し
ま
す
。
凧
あ
げ
の
親
睦
活
動
グ
ル
ー

プ
に
は
、
12
カ
国
出
身
の
１
０
０
人
以

上
の
メ
ン
バ
ー
が
い
ま
す
。
ア
レ
マ
エ

フ
さ
ん
は
次
の
よ
う
に
語
り
ま
す
。「
凧

あ
げ
と
い
う
、
素
朴
で
あ
り
な
が
ら
力

強
い
活
動
を
通
じ
て
末
永
く
続
く
変
化

を
生
み
出
し
て
い
ま
す
」 

文
：B

ra
d
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11
月
28
日
（
木
）
例
会
の
案
内 

会
員
卓
話 

「
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
今
昔 

—

人
は
、
何
故
山
に
登
る
の
か—

」 

尾
上 

 

昇
さ
ん  

・
台
湾
・
桃
園
東
陽
Ｒ
Ｃ
会
長
挨
拶 

・
バ
ナ
ー
交
換
（
桃
園
東
陽
Ｒ
Ｃ
・ 

桃
園
朝
陽
Ｒ
Ｃ
・
桃
園
向
陽
Ｒ
Ｃ
） 

  

公
共
イ
メ
ー
ジ
向
上
委
員
会 

横
川 

誠
人 

深
谷 

昭
広
・
小
笠
原
和
俊 

小
澤 

幸
男
・
黒
岩 

麗
子 

＊
本
文
は
、
原
則
、
頂
い
た

原
稿
を
転
載
し
て
い
ま
す
。 

 

そ
の
他
・
お
知
ら
せ


